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------------------------------------------------------------------------------- 

【要 約】ハイブッシュはラビットアイに比べて都内気象条件下の高 pH 土壌に対する適応

性が低い。両種の種間雑種は，ラビットアイと同等かそれ以上の適応性を示すことから，

ハイブッシュに高 pH 適応性を導入する「橋渡し」役の育種素材として有望である。 

------------------------------------------------------------------------------- 

【目 的】 

ブルーベリーは強酸性土壌を偏好するが，栽培種ではラビットアイブルーベリー（RB）

のほうがハイブッシュブルーベリー（HB）よりも広い土壌 pH適応性を持つ。この適応性を

HB に付与できれば実用性の高い改良となる。そこで，両種の種間雑種（F1）について高 pH

適応性を調査し，HB 改良の育種素材としての可能性を評価する。 

【方 法】 

１）ポット栽培での評価：RB，HB，F1の２年生実生苗を各２系統供試した（図１）。カキガ

ラ石灰で pH5.5，6.5，7.0 に調整した黒ボク土を用土とし，2005 年 1 月 18 日，５号ポ

ットに鉢上げした。施肥等の管理は慣行栽培に準じ，２年目に生育量等を調査した。 

２）地植え栽培での評価：RB２系統，HB５系統，F1 ５系統の２年生実生苗を供試し（図２），

2005 年３月 10日，カキガラ石灰で調整した高 pH（6.5 前後）の灰色低地土圃場に１系

統あたり 10～44 株定植した。対照として RB品種‘ティフブルー’の２年生挿木苗を高

pH および低 pH区（5.0 前後）に各５株定植した。２年目に生存率，生育量等を調査した。 

【成果の概要】 

１）実生苗のポット栽培の結果，いずれの系統も２年目の時点で生存率は 100％であった。

RB と F1はいずれの pH区でも HB より旺盛な生育を示し，乾燥重量は 20～30g と，HB の

1.5 倍であった（図１）。多くの系統が pH の高い 6.5，7.0 区で有意に乾燥重量が低下し

た。一方，RBホームベル×ティフブルーは 6.5 区で低下がみられず，5.5 区と同等の生

育を示した。RB と F1では pH 上昇につれてクロロシス度が高まったが，HBではこのよう

な傾向はみられず発生度は概ね低かった。また，いずれの系統・区においても，クロロ

シス度は個体間差が大きかった。 

２）高 pHの地植え栽培では，２年目までに多くの個体が枯死した（図２）。枯死率は HB

が 50～91％と高かったのに対し，RB では 60％程度，F1では 10～46％と低かった。対照

の低 pH 区‘ティフブルー’の枯死率は０％で，いずれの個体も旺盛な生育を示した。２

年目の樹高は，低 pH 区の‘ティフブルー’の値を 100％とすると，高 pH 区の実生系統

では HB の 34～61％に比べて，RB のほうが 52～72％と生育旺盛であった（表１）。また，

F1は 55～85％であり，RBと同等かそれ以上の生育を示した。 

３）まとめ：RBと HB はともに高 pH土壌で生育が阻害されたが，RBのほうが生存率と生育

量が大きく，HB より高 pH適応性のあることが確認された。F1は RB と同等かそれ以上の

適応性を示したことから，HBに高 pH 適応性を付与する育種素材として有望である。 



図１　用土pHの違いがＨＢ，ＲＢおよび種間雑種の実生苗の生育に及ぼす影響（２年目）

図２　高pH土壌におけるＲＢ，ＨＢおよび種間雑種の枯死率
ティフブルーは１区あたり５株。実生系統は１区あたり10～44株。１年目は2005年12月に，２年目は2006年12月に調査。

表１　高pH土壌におけるＲＢ，ＨＢおよび種間雑種の生育量（２年目a）

低pH RB ﾃｨﾌﾌﾞﾙｰ挿木 5 143 　±17c 101 　±8c

ﾃｨﾌﾌﾞﾙｰ挿木 2 61 　±1 47 　±12

ｳｯﾀﾞｰﾄﾞ×ﾃｨﾌﾌﾞﾙｰ 7 103 　±31 76 　±26

ｳｯﾀﾞｰﾄﾞopen 11 74 　±16 69 　±21

ｴﾘｵｯﾄ×ﾃｨﾌﾌﾞﾙｰ 30 90 　±29 76 　±19

ﾊﾞｰｸﾚｰ×ﾃｨﾌﾌﾞﾙｰ 25 103 　±34 81 　±22

ｽﾊﾟﾙﾀﾝ×ﾎｰﾑﾍﾞﾙ 9 93 　±33 69 　±25

高pH ｽﾊﾟﾙﾀﾝ×ﾊﾞﾙﾄﾞｳｨﾝ 15 79 　±29 55 　±22

ﾎｰﾑﾍﾞﾙ×ｽﾊﾟﾙﾀﾝ 11 121 　±25 99 　±21

ｽﾊﾟﾙﾀﾝopen 20 71 　±21 54 　±16

ﾊｰﾊﾞｰﾄopen 2 49 　±11 39 　±13

ｴﾘｵｯﾄopen 1 48 38

G94open 5 87 　±21 69 　±24

ｹｰﾌﾟﾌｨｱopen 2 58 　±24 47 　±20
a) 2006年11月に調査した。b) 樹幅は，最大値と最小値の平均。 c) 標準偏差。 d) 低pH区‘ティフブルー’を100とした場合の
相対値。

　品種・系統区 樹幅b（cm）

（100）d

（43）

（72）

（52）

クロロシス度は７月25日に調査。 0=全葉面積に対してクロロシスの割合が0％，1＝20％未満，2=50％未満，3＝50%以上。
乾燥重量は，2006年７月下旬に植物体の地上部を刈り取り，80℃で３日間乾燥処理した後に測定。open=自然交雑実生。
n=10。棒グラフのＩは標準偏差を示す。Bonferroni法による検定の結果，系統内の異なる文字間には有意差あり（p<0.05）。
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